
 

コラム 口永良部島の噴火に伴う土石流調査における土木研究所の技術支援 

平成 27 年 5 月 29 日に、鹿児島県口永良部島の新岳で爆発的噴火が発生し、火砕流が

新岳の南西側から北西側(向江浜地区)にかけて流下しました。この噴火で、気象庁によ

る噴火警戒レベルが運用開始後、初めてレベル５に引き上げられました。 

火山灰が堆積した渓流では、火山灰の影響による浸透能の低下などにより土石流が発

生しやすくなることがあり、火砕流による火山灰の堆積が確認された範囲内にある土石

流危険渓流(向江浜川)の下流には公共施設等(町道、コンクリートプラント)があるため、

降雨による土石流が発生し被害が生じるおそれがありました。 

土木研究所では国からの要請を受け、火山・土石流チームの職員を土砂災害の専門家

として、国土技術政策総合研究所の職員とともに現地に派遣しました。 

現地では、6月 3日の夕方に時間雨量 38mm、連続雨量 72mm のまとまった降雨があり、

ヘリコプターからの調査において小規模な土石流の発生が認められました。また、流域

の調査では、土石流の発生の危険性や山腹のガリー侵食の発生状況などを確認し、今後

の監視事項について助言を行いました。 

本助言を踏まえ、九州地方整備局では流域の土砂移動状況などの現地調査を実施しま

した。このように現地に赴き技術支援することで、国の円滑な初動調査の実施に貢献し

ました。 

 
写真-1 火砕流が発生した口永良部島 

 

 
写真-2 噴火直後(H27.5.29)の火山灰の堆積状況 
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写真-3 向江浜川の土石流発生状況 

 

 
写真-4 地方整備局への調査結果の報告 

 

 


	☆000　表紙目次
	1(00表紙
	1(01目次-1-160603
	1(01目次-2-160603
	空白ページ

	☆001　本編P
	1(1)①社会的要請1-160621
	1(1)①社会的要請2-160622
	1(1)②基盤的な研究開発-160623
	1(2)①他の研究機関との連携等160616
	1(2)②研究評価の的確な実施160616
	1(2)③競争的資金等の積極的獲得160616
	1(3)①技術の指導160616
	1(3)②ア技術基準等160616
	1(3)②イ論文発表等160616
	1(3)②ウ国民向け情報発信、対話、普及活動の展開160616
	1(3)③知的財産の活用促進160624 
	1(4)①土木技術による国際貢献160616
	1(4)②ICHARMによる国際貢献160616
	1(5)技術力の向上、技術継承・新技術160623
	2(1)①柔軟な組織運営160616
	2(1)②研究支援体制の強化160616
	2(2)①情報化・電子化の推進等160617
	3(1予算、収支計画及び資金計画160616
	3(2予算、収支計画及び資金計画-別表160616
	4短期借入金の限度額160616
	5不要財産の処分に関する計画160616
	6重要な財産の処分等に関する計画160616
	7剰余金の使途160616
	8(1)施設及び設備に関する計画160616
	8(2)人事に関する計画160620
	空白ページ

	☆002　参考資料P
	9参考資料-0目次
	9参考資料-1組織図
	9参考資料-2中長期目標別表
	9参考資料-3年度計画
	9参考資料-4 重点160622
	9参考資料-5 基盤160622
	9参考資料-6刊行物〇
	9参考資料-7中長期目標
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ

	空白ページ



